
企
業
は
な
ぜ
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
採
用
試
験
で

実
施
し
て
い
る
の
か
。

第
一
は
、
応
募
者
が
ど
ん
な

人
物
か
を
知
る
。
第
二
は
集
団

行
動
か
ら
本
人
の
特
性
を
確
認

す
る
た
め
だ
。

Ｇ
Ｄ
は
面
接
と
違
い
、
志
望

動
機
や
自
己
Ｐ
Ｒ
を
事
前
に
準

備
で
き
な
い
。
議
論
の
流
れ
に

沿
い
、
そ
の
場
で
考
え
ま
と
め

る
必
要
が
あ
る
。
い
わ
ば
、
即

興
で
対
応
す
る
能
力
が
求
め
ら

れ
る
。
こ
の
た
め
、
企
業
側
か

ら
す
れ
ば
、
議
論
の
過
程
で
普

段
の
本
人
が
あ
ら
わ
れ
、
評
価

す
る
上
で
の
参
考
に
な
る
。

例
え
ば
言
葉
遣
い
や
表
情
、

傾
聴
力
、
攻
撃
性
な
ど
だ
。
他

人
か
ら
自
説
を
否
定
さ
れ
た
時
、

ど
ん
な
表
情
や
態
度
を
と
る
の

か
。
他
人
の
意
見
を
し
っ
か
り

聞
い
て
い
る
か
。
相
手
に
対
し

攻
撃
的
に
反
論
す
る
タ
イ
プ
か

―
は
個
別
面
接
や
集
団
面
接
で

は
、
な
か
な
か
判
断
で
き
な
い
。

こ
の
た
め
、
全
員
が
初
対
面

と
い
う
人
間
関
係
の
中
で
、
ど

う
振
る
舞
う
か
を
判
断
す
る
材

料
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
う
っ

て
つ
け
な
の
だ
。

で
は
、
採
用
担
当
者
は
、
あ

な
た
の
ど
こ
を
見
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し

た
評
価
者
（
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー

と
他
の
参
加
者
）
は
、
あ
な
た

の
ど
こ
を
見
て
い
た
の
か
。

一
つ
目
は
、
思
考
の
バ
ラ
ン

ス
感
覚
だ
。
独
善
的
な
考
え
に

陥
っ
て
い
な
い
か
。
デ
ー
タ
や

統
計
な
ど
客
観
的
な
事
実
を
踏

ま
え
、
議
論
を
組
み
立
て
て
い

る
か
。

二
つ
目
は
、
自
分
の
経
験
に

基
づ
き
、
自
分
の
言
葉
で
話
し

て
い
る
か
。
一
般
論
や
俗
論
、

抽
象
的
な
話
で
な
く
、
具
体
的

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
話
し
て

い
る
か
。
面
接
官
は
、
あ
な
た

に
新
聞
の
社
説
の
よ
う
な
内
容

を
期
待
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

三
つ
目
は
、
会
議
の
中
で
人

間
関
係
を
ど
う
構
築
で
き
る
か

で
あ
る
。
採
用
試
験
は
多
く
の

場
合
、
参
加
者
が
み
な
初
対
面

の
環
境
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
際
、
臆
せ
ず
相
手
の
懐
に
入
っ

て
い
け
る
対
人
能
力
は
あ
る
か
。

い
わ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
全
般
が
問
わ
れ
て
い
る
、

と
い
え
よ
う
。
論
理
的
な
も
の

の
考
え
方
が
出
来
る
か
。
評
価

の
分
か
れ
道
だ
。

評
価
の
ポ
イ
ン
ト
は

①
積
極
か
つ
能
動
的
な
参
加
。

②
与
え
ら
れ
た
役
割
の
遂
行
。

③
他
者
を
尊
重
。

④
と
り
ま
と
め
、
報
告
・
提
案

へ
の
関
与
の
度
合
い
。

―
と
な
る
。

Ｇ
Ｄ
の
三
箇
条
は
―
。

①
自
分
の
役
割
を
こ
な
す
。

自
分
の
意
見
を
主
張
す
る
と

と
も
に
、
他
人
の
意
見
に
耳
を

傾
け
、
グ
ル
ー
プ
で
の
役
割
を

果
た
す
。
表
情
を
意
識
し
、
笑

顔
で
全
員
に
問
い
か
け
る
。
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
、
ふ
せ
ん
が

あ
れ
ば
有
効
に
使
う
。

セミナーニュース 2015年12月9日 第4号 第2版（1）

金
融
・
航
空
・
メ
ー
カ
ー
・
公
務
員
志
望
者

ぜ
ひ

大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
12
月
16
日
午
後
３
時
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｄ
）
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
＝
写
真
は
会
場
風
景
。
Ｇ
Ｄ
は
、
金

融
や
メ
ー
カ
ー
、
航
空
、
マ
ス
コ
ミ
、
国
家
・
地
方
公
務
員
の
採
用
試
験
に
導
入

さ
れ
、
多
く
の
就
活
生
が
「
ど
ん
な
準
備
や
対
策
を
す
れ
ば
い
い
の
か
」
と
頭
を

悩
ま
せ
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
座
学
と
参
加
者
に
よ
る

実
践
で
Ｇ
Ｄ
の
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
み
、
本
番
に
生
か
し
て
も
ら
う
。
時
間
は
午
後

３
時
か
ら
５
時
15
分
。
平
成
29
年
３
月
卒
業
予
定
者
を
は
じ
め
、
28
年
３
月
卒
業

予
定
者
や
既
卒
生
も
参
加
で
き
る
。
希
望
者
は
ぜ
ひ
、
ご
予
約
を
。
.

●
な
ぜ
Ｇ
Ｄ

●
評
価
は

大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
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②
他
人
の
役
割
を
支
援
す
る
。

こ
れ
が
一
番
大
切
な
役
割
だ
。
グ

ル
ー
プ
が
一
体
化
で
き
る
環
境
を

つ
く
る
。
自
分
の
意
見
を
押
し
通

す
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
メ
ン

バ
ー
の
意
見
を
復
唱
し
た
り
、
要

約
す
る
こ
と
で
、
全
員
が
意
見
を

言
え
る
よ
う
配
慮
す
る
。

③
時
間
内
に
一
定
の
意
見
を
ま

と
め
き
る
。

Ｇ
Ｄ
は
素
晴
ら
し
い
結
論
、
正

解
を
出
す
こ
と
で
は
な
い
。
セ
ミ

ナ
ー
で
実
践
を
積
む
こ
と
が
、
突

破
の
第
一
歩
と
い
え
よ
う
。

参
加
者
の
感
想

議
論
に
は
積

極
的
に
参
加
し
、
発
言
で
き
た
▼

座
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
理
解
し
た

つ
も
り
で
も
、
実
践
に
生
か
す
こ

と
は
本
当
に
難
し
か
っ
た
▼
参
加

者
の
講
評
が
参
考
に
な
っ
た
▼
ビ

デ
オ
で
の
振
り
返
り
で
自
分
の
発

言
や
容
姿
を
客
観
的
に
見
る
こ
と

が
で
き
た
▼
時
間
は
配
分
を
含
め

（
セ
ミ
ナ
ー
の
時
間
は
）
ち
ょ
う

ど
よ
か
っ
た
。

セミナーニュース 2015年12月9日 第4号 第2版
（2）

他人の役割を支援しているか

自分の役割をこなしているか

ホワイトボード 利用も有効

他
流
試
合

本
番
さ
な
が
ら

Ｇ
Ｄ
三
箇
条時間内に一定の意見をまとめる

受講の注意点

・欠席の場合は、必ず電話でご連絡ください。

・遅刻は原則、認めませんのでご注意ください。

・セミナーでは、ディスカッションをビデオ撮影

します。ご了承ください。

電話予約は06（7709）9455へ。

大阪新卒応援ハローワークでは今年12月から、平成29年３月卒業予定者の新規登録を始

めた。対象は大学・大学院、短期大学、専門学校など。これに合わせ窓口での就職相談や、

お辞儀などの立ち居振る舞いを学ぶセミナーなどが利用できる（登録と事前予約が必要）。

「就活の日程が来年は２カ月前倒しとなり、どう活動を始めたらいいのか…」と悩む就活

生はぜひ、大阪新卒応援ハローワークをのぞいて欲しい。金融や航空、メーカー、アパレ

ル、マスコミ、ＩＴ、商社など各業界出身のジョブサポーターが採用のポイントから仕事

のウラ話、休日や給与、福利厚生、業界の将来像まで幅広くアドバイス。皆さんが内定を

獲得するまで手厚くサポートする。問い合わせは電話06－7709－9455へ。

受
講
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー

模擬グループディスカッション 16日午後３時 座学と実践グループワーク
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実践☆面接力ＵＰ 15日午後２時 お辞儀や立ち方をビデオで

②
他
人
の
役
割
を
支
援
す
る
。

こ
れ
が
一
番
大
切
な
役
割
だ
。
グ

ル
ー
プ
が
一
体
化
で
き
る
環
境
を

つ
く
る
。
自
分
の
意
見
を
押
し
通

す
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
メ
ン

バ
ー
の
意
見
を
復
唱
し
た
り
、
要

約
す
る
こ
と
で
、
全
員
が
意
見
を

言
え
る
よ
う
配
慮
す
る
。

③
時
間
内
に
一
定
の
意
見
を
ま

と
め
き
る
。

Ｇ
Ｄ
は
素
晴
ら
し
い
結
論
、
正

解
を
出
す
こ
と
で
は
な
い
。
セ
ミ

ナ
ー
で
実
践
を
積
む
こ
と
が
、
突

破
の
第
一
歩
と
い
え
よ
う
。

参
加
者
の
感
想

議
論
に
は
積

極
的
に
参
加
し
、
発
言
で
き
た
▼

座
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
理
解
し
た

つ
も
り
で
も
、
実
践
に
生
か
す
こ

と
は
本
当
に
難
し
か
っ
た
▼
参
加

者
の
講
評
が
参
考
に
な
っ
た
▼
ビ

デ
オ
で
の
振
り
返
り
で
自
分
の
発

言
や
容
姿
を
客
観
的
に
見
る
こ
と

が
で
き
た
▼
時
間
は
配
分
を
含
め

（
セ
ミ
ナ
ー
の
時
間
は
）
ち
ょ
う

ど
よ
か
っ
た
。

セミナーニュース 2015年12月9日 第4号 第2版
（2）

他人の役割を支援しているか

自分の役割をこなしているか

ホワイトボード 利用も有効

他
流
試
合

本
番
さ
な
が
ら

Ｇ
Ｄ
三
箇
条時間内に一定の意見をまとめる

受講の注意点

・欠席の場合は、必ず電話でご連絡ください。

・遅刻は原則、認めませんのでご注意ください。

・セミナーでは、ディスカッションをビデオ撮影

します。ご了承ください。

電話予約は06（7709）9455へ。

大阪新卒応援ハローワークでは今年12月から、平成29年３月卒業予定者の新規登録を始

めた。対象は大学・大学院、短期大学、専門学校など。これに合わせ窓口での就職相談や、

お辞儀などの立ち居振る舞いを学ぶセミナーなどが利用できる（登録と事前予約が必要）。

「就活の日程が来年は２カ月前倒しとなり、どう活動を始めたらいいのか…」と悩む就活

生はぜひ、大阪新卒応援ハローワークをのぞいて欲しい。金融や航空、メーカー、アパレ

ル、マスコミ、ＩＴ、商社など各業界出身のジョブサポーターが採用のポイントから仕事

のウラ話、休日や給与、福利厚生、業界の将来像まで幅広くアドバイス。皆さんが内定を

獲得するまで手厚くサポートする。問い合わせは電話06－7709－9455へ。

受
講
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー

模擬グループディスカッション 16日午後３時 座学と実践グループワーク

ルーキーズエントリーシート ２日午後２時 ＥＳの書き方、ポイント習得

職業選択セミナー ８日午後２時 企業選びや職業選択コツ伝授

職業興味検査セミナー 11日午後２時 心理テストで仕事選びのヒント

企業が求める応募書類セミナー ９日午後２時 企業に伝わる自己ＰＲを作成

就活のすべてがわかる就活講座 10日午後２時 スタートから内定までの道のり

知って役立つ労働法 17日午後２時半 労働契約って何？ 法令知る

平成29年3月卒業予定者、12月から新規登録開始

実践☆面接力ＵＰ 15日午後２時 お辞儀や立ち方をビデオで


